
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
 【全体】　過疎債を使った建設事業をおこなってきたため残高が類似団体と比べ多額となり「将来負担の健全度」
を悪くすることとなった。一方で、現在のところ起債制限比率が低くなっているため「公債費負担の健全度」は類
団より良くなっているが、今後、公債費の増加による「財政構造の弾力性」や「公債費負担の健全度」の悪化が懸
念されるため、建設事業の実施や地方債の発行については、償還額の推移を勘案しながら、計画的に事業を実
施し財政の健全化に務める必要がある。
　
　【財政力指数】　　長引く景気低迷による法人関係税の減収にもかかわらず、全国平均をやや上回っているが、
今後もこの水準を維持できるよう徴収率向上対策等を行い歳入の確保に努めたい。
　【経常収支比率】　　現在は、類似団体よりも若干高い水準となっているが、今後は公債費の増加により水準の
悪化が予想されるが、積極的な市債の借換等により適正化に努めたい。
　【起債制限比率】　現在は、類似団体よりもやや低い水準となっているが、数年後に公債費のピークを迎えるた
め、今後は、財政計画等に基づき地方債の新規発行の抑制、大型事業の抑制に努めたい。
　【人口1人当たりの地方債現在高】　近年の大型事業により類似団体よりかなり高い水準となっているため、今
後は、大型事業の抑制により財政の健全化に努めたい。
　【ラスパイレス指数】　給与体系の見直し等が遅れ、類似団体より高い水準にあるため、今後は、各種手当の見
直等により適正化に努めたい。
　【人口1000人当たりの職員数】　　　類似団体より、やや高い水準となっているため、民間への業務委託等を活
用し住民サービスを低下させることなく、合併後の職員定数の適正化に努める。


